


































































































































































































ており、利益の基準額（die Maßstäbe des Gewinn）
は重大な意義 (so großer Bedeutung)を持つ
（Schmidt［1929/1951］S.32）」のである。 
「経済活動を営むという事は、すなわち、価















































計制度を Schmidt は否定している。beiden は単
なる「二つ」ではなく、「対」になる「両者」、
対応関係を暗示している。「従来、企業体の会
計制度（das Rechnungswesen des Betriebs）は、
流入価値（Eingangswerte）として基本的に調達
価額（die Anschaffungspreise）を、そして流出の










あ ろ う 。 一 つ は 「 経 営 体 の 経 済 性
（ Wirtschaftlichkeit des Betriebs ）（ Schmidt
［1929/1951］S.30）」に起因する原因、二つ目






























まっているということは無い（nicht der Fall 









































Werte bei Eingang relative niedrig）、流出する際















                                                        
1 この頃、Schmalenbach はMahlberg ととも
に、機能を失った紙幣マルクから金マルクへ
1．正常な発展をしている企業 
Die Unternehmung mit normaler Entwicklung) 
2．正常な発展を下回る企業 
Die Unternehmung mit unter normaler 
Entwicklung） 
3．正常な発展を上回る企業 
Die Unternehmung mit über normaler 
Entwicklung 
この区分の内容は、「正常という概念の解釈

























Schmidt は 1922 年（第 2 版出版時）の序文
において、この時期に活躍していた
Schmalenbach や Mahlberg の動向1についても
の転換を主張していた。1923年 12月 28日、
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適用問題（In der Frage der Anpassung der Bilanzen 
in die Geldentwertung) （Schmidt［1929/1951］序
文）」に際し、彼らにより「多くの実践的な価



























zum Ersatzwert des Fertigprodukts am Umsatztage） 
による財産計算と成果計算の分離と企業の
価値均衡（der Wertgleichkeit）ならびに相対的
                                                        

























































一例として 1919 年の Schmalenbach の原価計
算の論文も評価している。「経営経済学者のこ


























































































































































































値（der wichtigste Wert） は、貸借対照表日にお










産価値より低い（niedriger zu liegen pflegt als der 
Reproduktionswert） （Schmidt［1929/1951］S.89）」
のが通常である。「有機的貸借対照表観（Die or-












質（dem Wesen der Zweck）に関する探究をすべ
き（Schmidt［1929/1951］S.53）」と述べている。
そして明らかなのは「すべての問題は一定の








































































































（Einzielung des höhchsten Erforges aus der  
produktiven Vervendung diesesVermögens) 
（Schmidt［1929/1951］S.131） 



















たという意味での実体価値（Realwert im Sinne 
der Marktbedingtheit）は、自己資本（das Eigen-
kapital）（Schmidt［1929/1951］S.131）」である。 

























































Schmidt,F.(1921),Die Organische Bilanz im 
Rahmen der Wirtschaft. Leipzig.  
Schmidt,F.(1929/1951),  









1」『九州産業大学商経論叢』第 25 巻第 1 号
1984 年 
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